
水
戸
浪
士
の
伊
那
通
行

後
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る

う
ち
、
数
点
、
従
来
の
知

見
と
少
し
異
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
、
メ
モ

し
て
お
こ
う
。
飯
田
で
大

正
４
年
に
な
っ
て
「
水
戸

浪
士
五
十
年
祭
」
が
開
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た

一

連
の
流
れ
は
下
記
の
よ
う

で
あ
る
。

元
治
元
年
１１
月
２６
―
２７

日

水
戸
浪
士
約
８
０
０

人
の
飯
田
通
行

元
治
元
年
１２
月
１１
日

天
狗
党
一
行
が
加
賀
藩
に

投
降
し
て
武
装
解
除

元
治
２
年
２
月
２３
日
ま

で
に

天
狗
党
員
８
２
８

名
の
う
ち
、
３
５
２
名
が

処
刑
、
他
の
者
は
遠
島
・

追
放明

治
２２
年

浪
士
４２
人

が
靖
国
神
社
に
合
祀

明
治
３３
年

今
村
豊
三

郎
（
眞
幸
）
７１
歳
で
３
ケ

月
間
全
国
の
神
社
仏
閣
参

拝
「
伊
那
公
報
」
に
「
水

戸
浪
士
五
十
年
祭
」
を
提

議
、
賛
同
を
得
る

明
治
３４
年
９
月

甲
子

紀
念
碑
建
立

明
治
３９
年
９
月
１２
日

今
村
眞
幸
歿
す

大
正
４
年
１０
月
２６
日

北
原
阿
智
之
助
、
今
村
緑

七
郎
、
北
原
源
三
郎
、
奥

村
収
蔵
、
上
柳
緑
、
窪
田

治
郎
八
、
木
下
倭
志
雄
、

野
原
半
三
郎
、
山
田
與
逸

で
甲
子
紀
念
碑
前
で
水
戸

浪
志
五
十
年
祭
開
催
の
首

唱
大
正
４
年
１１
月
１０
日

大
正
天
皇
の
御
大
典
に
藤

田
小
四
郎
以
下
５
名
の
士

に
贈
位

大
正
４
年
１１
月
２８
日

水
戸
浪
士
五
十
年
祭

「
甲
子
紀
念
碑
の
周

辺
」
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、「
水
戸
浪
士
伊
那
路
通

行
」（
今
村
豊
三
郎
手
記
）

が
、
大
正
４
年
１２
月
１７
日

以
降
２５
日
ま
で
「
信
濃
時

事
」
１
面
に
８
日
に
わ
た

っ
て
連
載
さ
れ
て
い
る
他

に
、
同
紙
に
同
年
１０
月
１０

日
か
ら
１０
月
１５
日
に
痴
山

人
（
北
原
阿
智
之
助
）
が

「
郷
土
研
究
」
欄
に
「
甲

子
紀
念
碑
」
を
５
日
間
、

「
水
戸
浪
士
五
十
年
祭

浪
士
が
来
た
時
」
を
１０
月

２２
日
か
ら
１１
月
２
日
ま
で

笠
南
（
�
松
江
二
水
）
が

５
日
間
、「
水
戸
浪
士
五
十

年
祭
」
の
紹
介
記
事
を
１１

月
２１
日
か
ら
２７
日
ま
で
９

日
間
、「
水
戸
浪
士
と
飯

田
」（
笠
南
）
７
日
間
、
そ

し
て
「
水
戸
浪
士
五
十
年

祭
記
念
号
」（
１１
月
２８
日
）

「
水
戸
浪
士
西
上
の
梗

概
」（
折
山
樗
邑
）「
祖
父
が

日
記
よ

り
」（
松
井

季
勝
）「
浪

士
が
来
た

時
」（
市
村

咸
人
）「
水

戸
浪
士
の

記
事
に
つ

い
て
」、「
伊
那
通
行
記
の

後
に
」（
担
任
記
者
）
の
記

事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
数
日
か

ら
８
日
間
も
、
時
に
は
同

日
重
な
る
よ
う
に
紙
上
を

賑
わ
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
記
事
は
（
担
任
記
者
）

の
当
事
者
の
取
材
を
の
ぞ

け
ば
、
ほ
ぼ
「
水
戸
浪
士

伊
那
路
通
行
」（
今
村
豊
三

郎
手
記
）
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
（
担
任
記
者
）
が

「
伊
那
通
行
記
の
後
に
」

で
、
２
ケ
月
以
上
に
及
ん

だ
「
水
戸
浪
士
五
十
年

祭
」
を
終
え
る
に
あ
た
っ

て
、「
水
戸
浪
士
伊
那
路
通

行
」
は
、「
而
し
て
水
戸
義

軍
の
関
係
書
類
は
、
飯
田

中
学
校
の
岩
崎
清
美
君
の

手
に
依
つ
て
編
輯
さ
れ
、

諸
記
録
類
は
飯
田
小
学
校

の
市
村
咸
人
君
等
の
手
に

依
つ
て
伊
那
史
料
叢
書
に

収
容
さ
る
る
事
と
存
じ
ま

す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大

正
４
年
か
ら
順
次
出
版
さ

れ
た
「
伊
那
史
料
叢
書
」

７
冊
に
収
録
さ
れ
た
。
ま

た
大
正
５
年
１２
月
に
発
刊

さ
れ
た
北
原
稲
雄
伝
『
八

束
穂
集
』
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
「
伊
那
史

料
叢
書
」
収
載
時
に
は

（
担
任
記
者
）
が
「
中
原

謹
司
」
だ
と
明
か
さ
れ
、

中
原
た
ち
の
取
材
も
註
と

し
て
と
り
こ
ん
で
い
る
。

上
述
の
「
信
濃
時
事
」
の

記
事
は
、「
伊
那
史
料
叢

書
」
に
収
斂
さ
れ
て
い
く

水
戸
浪
士
通
過
に
関
す
る

記
述
に
漏
れ
て
い
く
様
々

な
事
が
「
生
な
」
取
材
に

よ
る
伝
聞
な
ど
が
盛
ら
れ

て
い
て
な
か
な
か
興
味
が

尽
き
な
い
。

中
原
謹
司
が
、
１２
月
２６

・
２８
日
の
「
伊
那
通
行
記

の
後
に
」
に
、「
唯
今
に
至

っ
て
惜
し
み
て
も
余
り
あ

る
の
は
、
座
光
寺
北
原
家

に
御
家
重
寶
記
中
の
元
治

の
巻
即
ち
水
戸
浪
士
通
行

に
関
す
る
古
記
録
が
何
れ

へ
か
貸
失

う
て
了
つ

た
事
と
、

亀
山
喜
治

が
角
田
忠

行
に
渡
し

た
筑
波
以

来
上
穂
迄

の
日
記
が

此
土
地
に

於
て
発
見

さ
れ
な
い

こ
と
で
掌

中
の
玉
を

失
う
た
如
く
残
念
に
堪
え

な
い
處
で
す
」
と
お
い
て

逝
っ
た
２
つ
の
宿
題
に
つ

い
て
は
、
①
北
原
家
の
年

代
記
の
元
治
元
年
の
貸
失

及
び
②
角
田
忠
行
に
渡
し

た
筑
波
以
来
上
穂
迄
の
日

記
の
未
発
見
は
、
未
だ
に

解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？

郷

土
史
家
と
い
わ
れ
る
人
た

ち
に
は
中
原
謹
司
の
遺
言

に
応
え
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。
そ
の
ほ
か
「
伊
那

通
行
記
の
後
に
」
は
何
点

か
、
卓
見
と
思
わ
れ
る
部

分
も
あ
り
、
検
証
は
必
要

だ
が
、
田
中
平
八
や
薄
井

龍
之
の
足
ど
り
や
、
中
津

や
山
本
村
青
木
に
あ
る
墓

の
主
な
ど
の
細
か
な
取
材

も
あ
る
。「
信
濃
時
事
」
の

記
事
は
、
水
戸
浪
志
の
伊

那
谷
通
行
を
調
べ
て
い
る

方
は
、
後
世
の
コ
ピ
ペ
に

陥
ら
ず
に
、
ぜ
ひ
と
も
紐

解
い
て
ほ
し
い
史
料
だ
。
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『
信
濃
の
誇
り
』（
昭
和
７
年
）よ
り

文芸協会演劇研究所（明治４２年・後列中央）
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